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市民活動★パワーアップ研究会（もっと♪NPO2009） くらしきパートナーシップ推進ひろば 

 
 

 

●物品：調達 

・ 

●深める：仲間づくり 

 

P 
(個人＝NPP) 

G 
(仲間・集団 
＝NPG) 

O 
(団体＝NPO) 

C 
(法人＝NPC) 

動 機  → 発 意  → 呼 びかけ → 参 加  責 任 ある参 加 → →制 度 的 保 証  

●はじめる：仲間づくり 

 

●活動：情報共有（ＷＥＢが使える人と使えない人） 

・連絡網 ・細かい連絡ができない 

・連絡がネット組としない人でダブり手間 

●活動：コミュニケーション 

・組織内のコミュニケーション（意思疎通）のとり方について 

●拠点 

・活動拠点をどこに置くか？ 

・集う場所が近くにみつけられない 

●活動：事業【組織運営】 

・事業計画をどう立てるのか？ 

●運営：ミッション＆ビジョン【組織運営】 

・ミッションの共有がむずかしい 

・目標・目的・狙い 

●運営：ルール（決まり）とロール（役割）【組織運営】 

・どういう組織（仕組み）にすると、全員が活きる活動になるか？ 

 
ボランティアスタッフ側 

個人の都合や事情 
 
・家族の理解・協力がなかなか得られない 
・家族の世話、子育てでゆとりや余裕がない 
・生活が苦しくて、仕事でいっぱいいっぱい 

運営側 
組織の都合や事情 

 
・遠慮があってなかなかうま

く頼めない 
・動ける人だけが動いてしま

う… 
・スタッフをつなぎとめる、

残ってもらう方法は？ 

●運営：ボランティア・コーディネート【組織運営】 

・ボランティアのケアやコーディネートに手間がかかる 

・ボランティアのお世話をするボラが必要 

・イベントで「何をすればいいかわからない」「人に聞

けばいい」で参加する人がある 

・仲間の募り方がわからない 
・仲間集めが苦手、どうすれ

ば… 
・定年後、地域活動をはじめ

てもほとんど続かない 

・活動したい事をいかに周囲に

発信するか 

・活動目的を共有できる仲間を

どう増やすか 

・発起人メンバーを確保 

・協力会員の募集 

・共同で活動を広げていくため

のプロセスデザイン 

●活動資金づくり 

 

 

・広報ＰＲ活動に必要なものを 

いかに安く手配する？ 

・個人の自腹で、何をどれだけ

やるか？ 

・グループの自腹で、どこまで活

動を広げられるか？ 
・寄付金をどう集めるか？ ・活動趣旨・目的に合致した

助成金申請？ 

管理 
・物品の管理 
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市民活動★パワーアップ研究会（もっと♪NPO2009） くらしきパートナーシップ推進ひろば 

 

◆ 物 資 ◆ 

 

◆ 組 織 ◆ 

 

◆ 活 動 ◆ 

 

◆ 人 材 ◆ 

 
・コンビナートの誘致で

公害が拡大し、自然保

護や野鳥保護の必要に

迫られた 

◆ 資 金 ◆ 

・資金がない 

・お金のまわる仕組み作りがわからない 
・安定的資金の確保 

P 
(個人＝NPP) 

G 
(仲間・集団 
＝NPG) 

O 
(団体＝NPO) 

C 
(法人＝NPC) 

動 機  → 発 意  → 呼 びかけ → 参 加  責 任 ある参 加 → →制 度 的 保 証  

●情報共有 

・ＭＬ、ブログ 

●個人的な問題 
・仕事との両立 
・中高年男性 カベ 

●期間や回数 
・長く続ける事 
・講座などは単発では 
もったいない 

●法人化の意義は？ 
→時代の流れを見る 

●専門的知識 
・場所の選定や、苗木の 
準備に困った 

・野鳥の住み家は緑の中

なので、年間 200～300

本の植樹を行ってい

●これからも必要なもの 
・行政・団体・企業の理解、連携 

●スタッフの雇用 

・就職先としての選択肢になる組織 

●組織の方向性 
・ボランティアと事業

体の壁 

●集まる場所 
・団体の事務所兼会議等を

する場所を持っていな

い 

●ビジョン 

・ミッションの維持 
・手段を目的にしない 
・政策提言に向けて 

●実績 

・実績を上げてよいスパイ

ラルに乗る！ 

●適正規模は？ 
・忙しくなるのであまり大

きな組織にしたくない 
・団体になる必要があるの

か？ 

・会費でまかなう 
・冊子で報告＋本 

●情報提供 

・会員にたくさんの情報を発

信したいが人材と資金が

足りない 

・発信したら自然に自然発

生的に会員が集まる場合

もある 

●スタッフの確保 

・活動できるスタッフの人数

が少ない 

・なかなか広がらない、人材 

・自分と同じ考えの人がなか

なかいない 

●事務 
・会計や事務作業が苦手 

●社会の問題 
・会社人間(習性)男性が

コミュニティで孤立

する傾向にある 
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市民活動★パワーアップ研究会（もっと♪NPO2009） くらしきパートナーシップ推進ひろば 

 

●資金 

●NPO との 

ネットワーク 

→パートナーシップ 

 

●経営（マネジメント） 

●物資・設備 

●事業開発 

●行政とのパートナーシップ 

●企業とのネットワーク→パートナーシップ 

・活動の目に見えるものだけではなく、 
参加し、実感し、つながることが大事 

 

●リクルート（募集）： 

 

●続ける：スタッフづくり 

 

●はじめる：仲間づくり 

 

P 
(個人＝NPP) 

G 
(仲間・集団 
＝NPG) 

O 
(団体＝NPO) 

C 
(法人＝NPC) 

動 機  → 発 意  → 呼 びかけ → 参 加  責 任 ある参 加 → →制 度 的 保 証  

・市民が個別に

行政に声を届

ける事はでき

ない 
↓ 

●市民活動がセ

クターで 
・あたり前にふ

つうの市民が

声を届ける事

ができるのが

必要 

・同じ思いの人を

知ること 

・報酬と資金繰り 

・グループ化の時、焦点

の絞り込み 

・地域の宝の探し

方 

・活動の長期計画化と継続 

・ 受 益 者 の 思

い？ 

・受益者の思いと

のバランス 

・ 受益者の 評価

の問題 

・学社融合 

学校支援ボラン

ティア 

地域の連携が必

要 

・場づくりは？ 

声かけ→話しあ

い 

参加のデザイン 

・人材確保 

・情報共有のし

くみ 
(PC を使えな

い人がいる) 

地縁 

・企業が NPO に仕事を出すことも

できるのでは？ 

・やれる NPO がどこにいる？ 

どれだけいる？ 

・ボランティアに対するとらえ方 

企業によっていろいろだが趣

味と思っているところが多い 

・思いのある地域の企業 

→地域の仕事をしている 
 ・市民の代弁者として 

企業と NPO の接点をつくる 

(できることを見つける) 

・企業 OB の市民活動への接点

をつくる 

・行政の信用で 

 

・ライオンズクラブ、ロータリークラ

ブにも同じような役割がある 

・人材が確保できない 

ボランティア≠自己満足 

→活動の最大の宣伝・広報 

・人材確保 C→活動へ 

・活動可能な人材の確保 

●資金調達 

・事業の収益 

・補助金 

・年間計画、中期戦略等企画

できない 

・組織内の力関係のバランス 

（代表とスタッフ） 

●専門家 

・専門知識のアドバイス。具体的

な事業現場のことの専門知識 

●活動の共通認識（判断の根拠となる

組織としての価値感）の共有ができ

ない ・意志決定機関⇔現場 

・人材育成のノウハウ 

・スタッフ教育(事業の共通理解) 

・事業者(運営者)

の思い、方針が

つかめない 

・事業者と支援者

の方針・目標す

りあわせ 

・どうやって１人でも仲間をつくっていくか！ 

・共感してもらう 

まず相手を知る 

●行政の創造力 

・行政の役割について、職(仕事)の一歩先を考えることができていない（中

には、できる職員さんも） 

・“こうしてください”と言われるまでしようとしない 

●事業拡大する

ための場所 

・時間が足りな

い 

ネットワーク 
パートナーシップ 

●事業の収益化 
・無償提供した商品・サービス 

→対価が得られる商品・サービスに 

人 


